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◆立地適正化計画(素案)説明会

開催日時 会場 参加人数 主な意見 市の回答

・県内すべての市町で取り組んでいるのか
湖南市、守山市、野洲市、東近江市が平成28年度
中に策定予定。栗東、草津、大津、彦根が29年度
以降の策定予定と聞いています。

・合併後はイオンができただけで企業誘致なども進ん
でいない。2040年には9,000人減少するとの予測である
が、このままでは仕方がない。

湖南市の人口は平成17年以降微減傾向となってい
ます。ただ、区画整理事業や民間開発などもあり
平成27年の国勢調査結果ではそれほどの人口減少
は無かった。

・逆線引きするするぐらいの思い切ったことをしない
とコンパクトにはならない。甲賀市では23の小学校を
12にするという話がある。統合してその周辺に人を集
められれば良いかそのままではばらばらのまちになっ
てしまう。公共施設の統廃合だけではコンパクトにな
らない

公共施設を人が集まるところに持ってくることに
よって行政コストを減らすという期待もある。湖
南市では小学校の統廃合の計画は無いが、施設の
統廃合が必ずしもコンパクトシティに直接つなが
るとは限らない。

◆立地適正化計画(素案)パブリックコメント

実施期間

平成29年１月17日(火)から
　　　　　　　　２月14日(火)

意見提出件数

０件

平成29年２月６日(水)
　　　　　　　　午後７時から

サンライフ甲西
　　２階大ホール

２人


